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■ 令和２年度 第４回 西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉活動計画推進委員会 

 

                   日時：令和３年３月 18 日（木）午後２時～  

                   場所：西蒲区役所３階 302 会議室 

 

（司 会） 

 皆様、本日はお忙しいところお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 遅れるご連絡をいただいている本井委員以外は皆さんおそろいですので、始めさせて

いただきたいと思います。 

 ただいまから、令和２年度第４回西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉活動計画推進

委員会を開催いたします。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきます西蒲区役所健康福祉課課長補佐の長澤で

す。よろしくお願いいたします。 

 本日は、吉岡謙治委員と高橋俊充委員から欠席の連絡がありましたので、ここにご報

告させていただきます。 

 なお、本日の会議内容につきましては後日、会議録を公開するため録音させていただ

きたきます。あらかじめご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 開催にあたりまして、西蒲区健康福祉課の渡邉課長よりあいさつを申し上げます。 

（健康福祉課長） 

 こんにちは。皆様、今日は年度末に近い中のお忙しいところお集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。今回、第４回の推進委員会を開催させていただきたいと思

いますけれども、これまで３回の会議に、今日も含めまして、皆さんのご協力のもと会

議を無事開催してこれました。その成果としまして、皆様にお配りさせていただきまし

たけれども、計画の本冊と概要版が成果品としてできあがりました。皆様のご協力の賜

でございます。ありがとうございます。今、このような形でできあがったところでござ

いますけれども、今度はこの中身をいかに実現していくかということで、これからまた

皆様のお力を頂きながら進めさせていただくことになろうかと思います。 

 昨年からの新型コロナウイルス感染症の影響がいまだに続いている中で、どうしても

これからの第３期の計画になりますが、こちらの計画の実行におきましても新型コロナ

ウイルス感染症の影響を考えていかなければいけない。ウィズコロナということでさま

ざまな事業を進めていかなければいけない。そういった中で、皆様にもご意見をいただ

きながら、お知恵を借りながら進めていきたいと考えております。私どもも、ようやく

第３期を始めるところでございますけれども、これから６年間の計画、行政のほうも中

身を伴ったものにしていけるように考えてまいりたいと思いますので、ご協力をよろし

くお願いいたします。今日はありがとうございます。 

（司 会） 

 続いて、西蒲区社会福祉協議会の五十嵐事務局長からお願いいたします。 



- 2 - 

 

（社会福祉協議会：五十嵐事務局長） 

 皆様、大変お忙しい中をお集まりいただきましてありがとうございます。本日、委員

の皆様の任期は今月で終わるということで、３年間、この計画を推進するとともに、今

年度は特に次期の計画の策定ということで、いろいろな意味でご協力いただきまして、

大変ありがとうございました。本日、２期の計画の最終年度の評価ということでお話を

させていただきますけれども、次期計画がいよいよ来年度からスタートということで、

私ども西蒲区社会福祉協議会は来年度に入って早々、この計画の目標に向けて実際にど

のような事業をしていくのかということを地域の皆様とともにお話し合いをしたいと思

っております。委員の皆様の中で引き続き委員をされる方がいらっしゃいましたら、ぜ

ひご協力をいただきたいと思いますし、残念ながら退任するという方につきましては、

ぜひ取組みに一区民としてご協力をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 最後になりますけれども、少しお時間をいただき、実は私、４月から本部の介護サー

ビス課に異動となります。うちの職員の渡辺も今回異動ということで、南区社会福祉協

議会に異動となります。私も渡辺は５年間、ここでお世話なりました。皆様からいろい

ろご協力いただきまして、この場を借りて御礼申し上げさせていただきます。大変あり

がとうございました。 

（社会福祉協議会：渡辺） 

 私は西蒲区民ですので、異動は本部ですけれども、今度は一区民としてこの計画に何

か関わられたらと思っておりますので、また皆さんとどこかでお会いすると思いますの

で、そのときはよろしくお願いいたします。 

（司 会） 

 続きまして、大橋推進委員長からお願いいたします。 

（大橋委員長） 

 皆さんこんにちは。推進委員の皆さんには日ごろ、計画推進にご尽力いただきまして

ありがとうございます。今、五十嵐事務局長からの話がありましたけれども、この推進

計画の改定にあたりまして、昨年の 7 月から 8 月にかけてアンケート調査、その後２回

の座談会にご出席いただいたり、いろいろとご協力いただきました。ありがとうござい

ました。 

 今日は、表題のとおり四つの議題が設定されていますが、よろしくお願いしたいと思

います。 

（司 会） 

 ありがとうございました。 

 本日の会議資料の確認を行います。事務局からお願いいたします。 

（事務局） 

 健康福祉課の田村と申します。よろしくお願いします。本日の資料は、机上にご用意

したホチキス止めの次第、座席表、推進委員名簿、事務局名簿、資料１、西蒲区地域福
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祉計画・西蒲区地域福祉活動計画の冊子及び概要版、資料２「西蒲区地域福祉計画・西

蒲区地域福祉活動計画」進行管理と評価について、及び事前送付しておりました資料３

「令和２年度事業報告」と資料４「令和３年度事業計画」です。また、参考資料として

西蒲の各地区がめざす福祉の姿と取組みのカレンダー及び峰岡地区コミ協だよりを配付

いたしました。 

 資料は以上ですが、不足はございませんでしょうか。 

（司 会） 

 それでは議事に入りたいと思います。推進委員会開催要綱第４条により推進委員会の

会議は委員長が進行することになっております。今後の進行は大橋委員長にお願いいた

します。 

（大橋委員長） 

 それでは、早速議事に入ります。次第の議題「西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉

活動計画の最終案について」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局） 

 地域福祉係の長谷川でございます。区役所の人事異動は今日発表で、まだ分からない

ところでございます。また、12 月までは私と一緒に女性の山口がこの推進会議の事務局

を担当しておりましたが、１月に異動がございまして、今、中央区役所窓口サービス課

へ異動になりました。このような中で、課内の職員からいろいろと手助けしていただき、

ようやくこの冊子と概要版を完成することができました。 

 それでは、西蒲区地域福祉計画・西蒲区地域福祉活動計画の最終案について説明いた

します。本日配付いたしました冊子の 50 ページをお開きいただけますでしょうか。計画

の策定経過を掲載しております。11月 25日が前回の委員会でございまして、素案を承認

いただきました。その後、翌 11 月 16 日には西蒲区自治協議会で素案を報告し、12 月 15

日に市議会市民厚生委員会に報告しました。その後、12 月 21 日から１月 19 日まで市民

意見募集としてパブリックコメントを行いました。新潟市地域福祉計画と８つの区の計

画をすべて同時に市議会に報告し、同時にパブリックコメントを行いました。市の計画

には４人の方から、中央と西区の計画には１人から意見がございましたが、西蒲区と他

の区には意見がありませんでした。パブリックコメントで特に意見がなかったので、素

案をそのまま原稿に回し、かねてから考えていた新聞記事を加えて冊子の作成を開始し

たところでございます。表紙をご覧いただけますでしょうか。今の福祉関係の画像とい

うことで、元気な保育園の子供たち、右上はセーフティスタッフ、右下は中学校の防災

教室、左下は西川の地域の茶の間の４枚を表紙とさせていただきました。 

 14 ページをお開きください。西蒲区を取り巻く状況として新潟日報の記事を７点掲載

することにしました。健康づくり事業、高齢者支援、ビニールハウスがお茶の間、ウォ

ーキングに行こう、地域の茶の間への専門職派遣事業、まるごとサポーターの養成の記

事で、今現在の西蒲区の取組みということで紹介させていただきました。委員の皆様へ

は２月初旬に会議案内とともに原稿をお届けし、修正案をお尋ねしたところです。誤植
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や変換誤りがたくさんございまして、多くの委員からご指摘いただき、修正させていた

だきました。例えば峰岡地区では「取り組まれていること」の記述の中で、住民一人ひ

とりの「と」が抜けていたり、中之口地区のページでは中之口地区が「潟東地区」にな

っていたりと、たくさん誤りが見つかり、なかなか修正も苦労したところでございます。

特に気をつけたところなのですけれども、「コミ協」という記述があったり「コミュニテ

ィ協議会」という記述があったので、それは「コミュニティ協議会」ということに、茶

の間という言葉については「地域の茶の間」という正式名称に。民生委員や民生児童委

員とあったものを「民生委員・児童委員」という形で略さず正式名称に修正しました。

前回、平成 27 年の冊子には委員長のあいさつがございましたけれども、委員長が遠慮さ

れたために、21 ページをご覧いただけますでしょうか。「現役で働く」生産者の姿とし

て、こしわおけさ柿の収穫画像で委員長から登場していただきました。 

 本冊については以上でございます。 

 概要版をお開きください。概要版についても冊子と同じ表紙を使用し、計画の趣旨、

西蒲区の計画、各地区の計画を掲載いたしました。最後のページですけれども、この計

画の期間、計画の推進と評価について掲載したところです。最後に、ＱＲコードが載っ

ておりますが、これを読み取ってホームページにつないでいただきますと、こちらの冊

子全体を見ることができように作っております。今の時代の便利なアイテムも使って製

作することができました。ありがとうございました。 

 続いて、西蒲区社会福祉協議会からお願いします。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 西蒲区社会福祉協議会の五十嵐と申します。私から説明をさせていただきます。 

 西蒲区社会福祉協議会からは、29ページから 47ページの間に記載されている地域福祉

活動計画のところの部分の修正点について説明させていただきます。この計画に載せさ

せていただく写真は、各コミュニティ協議会や地域から取り寄せのお願いをさせていた

だいたときに、素晴らしい作品をたくさんいただきありがとうございました。先回の会

議からの修正点について順次説明させていただきます。31 ページの巻地区の計画のとこ

ろになります。31 ページの基本目標１のところが、「だれ一人見逃さない安心・安全な」

というところがあります。修正前は「・」がなかったところに「・」をつけさせていた

だいたという修正でございます。 

 34 ページをお開きください。峰岡地区の計画になります。峰岡地区の現状と課題で、

取り組まれていることの中の、黒四角の四つ目ですが、「見守り訪問活動、民生委員・児

童委員や地域住民が行っている」という文言を追加させていただいたところです。 

 38 ページです。角田地区の現状と課題のところの、地区の課題の一つ目でございます

けれども、「買い物は移動販売が回ってくるが」というところがございます。ここにつき

まして、修正前は「移動販売」の次に「とくしまる」という固有の事業者の名前が入っ

ていたのですが、「とくしまる」を取り「移動販売が回ってくる」と修正させていただき

ました。 
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 続いて 40 ページです。岩室地区の現状と課題、取り組まれていること。上から二つ目

の黒四角でございます。そこにサロンの数が書いてありますが、「サロンは月１回程度＝

33 団体。地域の茶の間週１回＝３団体」と書いてあります。修正前は「サロンの月１回

＝44 団体」という記載がありましたが、33 団体と正しい数字に修正をさせていただきま

した。 

 続いて 42 ページです。西川地区の現状と課題、取り組まれていること。一番最初の黒

四角のところでございます。「地域防災組織が立ち上がり、防災訓練の実施や要援護者の

支援体制ができてきた」というところでございます。修正前は「防災訓練や要支援者の

支援体制」とありましたところ、「防災訓練の実施」を追加させていただきました。 

二つ目の黒四角のほうでございます。ここにつきまして、修正前は、地域の茶の間や

サロンが増えて、参加者も増え、内容も充実しているという記載でございました。しか

しながら、統計などを見てみますと、増えているところが見えてこなかったりというご

意見等がございまして、ここにつきましては記載のとおりの表記に変更させていただき、

実数を明記した形で表記させていただくことで修正させていただきました。 

 43 ページの基本目標３のところでございますが、「地域福祉の推進をみんなで我がこ

ととし」というところでございます。修正前につきましては、「地域福祉推進」というこ

とで、「の」がなかったところですが「の」を追加させていただきました。 

 最後に 46 ページです。中之口地区の現状と課題の地区の課題というところでございま

すが、一つ目の黒四角のところです。「高齢者などの移動に関するサービス、交通手段の

充実」という記載がございます。修正前は「交通手段の充実」の後に「デマンドタクシ

ー」という固有名詞をつけていたのですが、そこを削除させていただきました。なお併

せて潟東地区と中之口地区の右側の面につきましては非常に余白があったということで、

この両地区につきましては写真やイラストを多くさせていただくことで編集させていた

だいております。 

（大橋委員長） 

 修正点は以上ということですので、今の説明でいかがでしょうか。説明について質問

などはいいでしょうか。 

 ありがとうございました。 

 次に、「令和２年度の進行管理と評価について」、事務局より説明をお願いいたします。 

（事務局） 

 進行管理と評価について、資料２をご覧いただきたいと思います。今回、会議の案内

と一緒に進行管理と評価についてのアンケートをお送りいたしました。16 人の方から回

答を頂きました。まず、「計画の進捗について」という問いでございます。Ａ「順調」が

ゼロ人、Ｂ「おおむね順調」が７人、Ｃ「順調でない」が６人、Ｄ「わからない」が３

人という回答でございました。これは、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策のた

め緊急事態宣言が発表され、外出自粛、３密回避などで地域の福祉事業が実施できなか

ったことが大きな要因と考えられます。それでも、年度の中盤からは感染防止対策を行



- 6 - 

 

い、いろいろな工夫をして活動が行えるようになりました。先ほど見ていただいた冊子

の表紙の下の２枚の写真を見ると、なるほど、こういう感染対策をして、いろいろな事

業が取り組まれたということがうかがえると思います。 

 「おおむね順調」という回答が７名ございました。西川の高橋委員からは、自主防災

組織率 63 パーセント、防災訓練の実施が要援護者の支援体制ができてきた隣近所の要援

護者に見守り、声かけが見られる。具体的な避難訓練の取組みが必要な地域の茶の間。

週１回の４団体の内容が充実している。開設には地域、集落に偏りがある。集落単位で

定期的な集まりの場の充実を進め、高齢者の声を聞くことが必要という意見がございま

した。 

中之口の山田委員ですが、前年度より進んでいると思う。自分の参加している活動の

中ではお互い様で助けあえる。全地域としては、参加していない人はよく分からないと

いうご意見をいただきました。 

老人クラブの高井委員からは、老人クラブの会合では地域の情報共有のよい機会とな

っている。今年はコロナウイルス禍で活動が少なかったけれどもという意見でした。 

事業所、五十嵐委員からは、昨年 10 月に支え合いのしくみづくり会議を開催し、コロ

ナ禍における地域のつながりについて話し合うことができたという意見をいただきまし

た。 

また、その他の谷原委員ですが、今年度から地域の茶の間「かもちゃん広場」が始ま

り、徐々に支え合いのしくみの必要性は理解しています。今すぐではないが、この先の

こととして、潟東地域での生活支援の拡大について協議が始まりました。 

次は、西蒲警察の高橋委員ですけれども、コロナ禍においてさまざまな活動が制限さ

れる中、福祉や保健等、多様な生活課題に地域全体で取り組む仕組みづくりは着実に進

んでいるものと思います。 

塩沢委員からは、座談会を通して地域住民の意識変化を感じます。これが「おおむね

順調」と回答いただいた方々の理由でございます。 

 次に、Ｃ「順調でない」でございますけれども、巻の佐野委員からは、課題解決に取

り組む組織編成はどこがやるのか。推進役（キャプテン）はどこになるのだろう。 

峰岡の羽入委員からは、新型コロナウイルスの収束が見られない中、事業計画ができ

ない。計画した事業の中止等で思うように人を集められない。子どもの見守り等は進ん

でいるというご意見をいただきました。 

潟東の池田委員からはコロナウイルスの拡大により会議等の集まりが制限され、地域

の人たちと活動することに不安を示し、つながりが持てなかったという理由をいただき

ました。 

事業所の武田委員からは、今年度はコロナウイルス感染症拡大の影響もあり、思うよ

うに事業が進められなかったと思います。 

その他の田巻委員ですが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で施設へのボランティ

ア活動がほぼできず、ボランティアのモチベーションが低下。そんな中で、元気アップ
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事業としてサポーターに声をかけ、使用済み切手の整理、小物づくり等の作業をお願い

した。地域住民対象の災害研修を本年度も２地区で実施したが、次年度以降は自治会単

位で取り組む出前講座として、いろいろなメニューを提示しアプローチしていきたいと

いうご意見をいただきました。大橋委員長ですが、コロナ禍で話し合い等が中断してい

るということで、順調でない理由を記入していただきました。 

 続いて、Ｄ「わからない」と回答いただいた方ですが、松野尾の堀委員からは、今年

はコロナの関係から、ほとんどの事業が実施されなかったので、実感として受け止めた

ものがなかった。ヒアリングする機会もなかった。 

漆山の林委員からは、漆山社会福祉協議会でお茶の間づくりを考え、他の茶の間を訪

問したが…。ということです。今現在、計画はできていないということでございます。

民生委員・児童委員の阿部委員からは、前任者の在任期間で、１回の会議に出席でした。

だからよく分からないという理由を記入いただきました。 

 ここまでがこの計画の進捗について、前年より進んでいますか。についての回答を説

明させていただきました。 

 ２番の「委員がかかわっている福祉活動はありますか」という設問では、巻ではカー

リンコン活動に参加されています。漆山では健康寿命アップ講座「なじらね」に参加さ

れ、昨年はコロナ禍で中止の月もあったが、今年は年間スケジュールもでき 10 回、４月

末に配布予定。今年で６回目ですと。健康アップ講座に取り組んでいらっしゃるという

ことでございます。西川では、転倒予防教室（さざんかの会）、老人クラブ活動に参加さ

れておりまして、一人ひとりが役割を持って自主運営、協力しあい、声かけ、見守りが

されていると、以上３地区は大変順調という回答でございました。 

 続いて、「おおむね順調」ですけれども、峰岡では地域福祉会の運営、活動、健康教室

に参加されています。潟東では地域の茶の間のかもちゃん広場、健康体操、認知症予防

脳トレ、ゲームに参加され、参加人数も毎回 20 人前後と定着している。一人暮らしの男

性も一人、二人参加してきているということです。中之口では、呼いこい車、健康体操

（篠田塾）、絵本読み聞かせ「どんぐりの会（中之口東小学校）」、サロン六分に参加され

ておられ、各活動とも設立当初より参加させてもらっていると、たくさんの活動に参加

されていらっしゃいます。事業所の武田さんから、武田さんの事業所では西蒲区障がい

者地域自立支援協議会に参加され、障がい児・者の地域課題の改善に向けて検討をされ

ているということです。五十嵐さんのところでは、地域の茶の間（かさぼこの家、そら

豆の家、貝柄サロン、微笑）に参加され、健康についての講話などを啓発されていらっ

しゃいます。感染予防のため時間短縮するなど工夫されているということです。その他、

谷原さんのところですが、呼いこい広場、かもちゃん広場、ささえ愛ネット＝地域の茶

の間、Ｏｕｃｈｉひろば＝不定期だが多世代の集いの場。横戸卯八郎受ささえ愛ネット、

島方支え合いの会、称名ささえ愛ネット＝生活支援をやられているということです。茶

の間は感染対策をし、薬局やレク協会、歯科医、運動推進員などとつながり、介護予防

に取り組んでいます。潟東地区では今ある生活支援の３団体を拠点とし、旧小学校区割
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で対応地区の拡大について協議が始まっていますと、各委員が関わっている福祉活動が

報告されました。 

 「順調でない」については、その他、これは会長でございますが、コミュニティ協議

会福祉部会などに関わっていますが、敬老会や福祉講演会などコロナ禍で中止となって

順調でなかったというご意見でした。 

 次に、３番「計画推進の課題をお聞かせください」でございます。皆様から多数の意

見を頂戴いたしましたが、簡単に説明させていただきます。まず、高齢化に関すること

については８件の意見をいただきました。交流の場に関することについては２件、地域

福祉計画・地域福祉活動計画の浸透、評価などに関することとして５件の意見をいただ

いています。支え合いに関することについては３件の意見をいただきました。地域の茶

の間に関することについて２件のご意見をいただいております。計画推進の課題につい

ては、今、申し上げた件数がこの中に挙がっているということでございます。 

 最後に、「委員会で取り組んでみたいことなどをお聞かせください」ということでござ

います。災害・防災関連が３件、認知症関連が３件、支え合いのしくみづくり、移動サ

ービス、健康づくり、ＳＤＧｓ、子育てについてそれぞれ１件ずつ、取り組んでみたい

というご意見をいただきました。参考までに、ＳＤＧｓについての資料を付けました。

これは、新潟市の計画の８ページにＳＤＧｓとの関係ということに触れております。西

蒲区では触れておりませんが、市の計画ではこのように載っています。 

 以上、進行管理と評価について説明させていただきました。また、委員の皆様から、

私はこういうことを言いたかったのだということがございましたら発言いただければと

思います。 

（大橋委員長） 

 私からの追加ですが、今、長谷川さんから「順調でなかった」という中にコミュニテ

ィ協議会の関係がありましたが、コミュニティ協議会の保健福祉部会に所属する仕組み

になっています。私は、総務部会の福祉部会長ですので、自治会の会長たちが出る総務

部会にも出ていますし、保健福祉部会にも出ますし、それと機関誌の編集委員会という

のがあり、地域福祉計画案をつくるために座談会をやったことを触れました。民生委員

や地域の団体、自治会、老人クラブの人たちも加わって、取り組みましたということを

報告して、２月 15 日に発行になりました。いろいろなことをやりたいと思ったけれども

新型コロナウイルス感染症の関係でできなかったということも書きました。一応、ＰＲ

的な形で住民に、推進委員会というものがあるということをＰＲしたところであります。

そのようなことで、私から追加させていただきました。 

 これについてご意見等はありますでしょうか。 

 ないようでしたら次に移ります。 

 議題３「令和２年度事業報告について」を事務局から説明をお願いします。 

（事務局） 

 案内とともに送った資料の中に、資料３「令和２年度事業報告」があると思いますが、
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お持ちいただいたでしょうか。なければ予備を用意しております。 

 資料３をご覧ください。まず、推進委員会の開催状況です。新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、最初の会議が７月後半となりました。その後、第３期の計画策定に

向けて記載のとおり推進会議を開催させていただき、今日が４回目の推進会議でござい

ます。 

 ２番については社会福祉協議会から説明いただくことにして、次のページをご覧くだ

さい。３番、地域の茶の間においての専門職訪問介護予防事業について説明いたします。

特色ある区づくり事業として、地域の茶の間へ作業療法士などの専門職を派遣して認知

症予防、介護予防に取り組んでいます。コロナ禍で日にちに※がついているところは、

新型コロナウイルス感染症のために計画したけれども中止になったものです。右ページ

の中段以降に、それぞれの分野の専門職がどのようなテーマで地域の茶の間で取り組ん

でいるかを記載しました。いずれのテーマも参加者に喜ばれていますけれども、中でも

フレイル予防と認知症予防が参加者にとても好評だと伺いました。もう一度、先ほどの

地域福祉計画の冊子の 82ページをご覧ください。下の欄に、西蒲区内地域の茶の間が 11

月１日現在ということで載っております。こちらの冊子で 15 の地域の茶の間を掲載させ

ていただいておりますが、資料３の中には二つ少なくなっています。この中の「西蒲の

茶の間」モデルハウスは市の本庁が派遣事業を行っており、また、西川の「そら豆の家」

については西蒲中央病院とタイアップしており、西蒲中央病院が手厚いメニューを持っ

ているものですから、区の出番はなかったということです。冊子の地域の茶の間数は 15

ですが、市が行っている事業は 13 の地域の茶の間で行われています。 

 続いて、社会福祉協議会から説明をお願いします。 

（委員） 

 事業計画のところの１の推進委員会ですけれども、３番目のところが 10 月 28 日が２

回があります。３回目は 11 月 25 日ではなかったでしょうか。 

（事務局） 

 大変失礼いたしました。令和２年度事業報告の推進委員会の日付でございます。令和

２年 10 月 28 日が２回ございました。３回目は 11 月 25 日でございます。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 それでは、地域福祉活動計画の令和２年度の事業報告について、資料３の４ページを

ご覧ください。地域福祉活動計画の取組み状況という表題があるところでございます。

令和２年度につきましては全部共通ということでさせていただいたところでございます。

当初、５月に各地区の代表者を集めて全体のコミ協研修を企画していたのですが、コロ

ナ禍のためできなくなりました。それを受けて、この計画の策定をどうしていくかを社

会福祉協議会や新潟市といろいろ相談しながら、７月にやはりやりましょうという話に

なってきたところでございます。コロナ禍でどのような形でやっていくかということを

模索しながら、区役所と協議しながら、まず最初に、例年どおりのワークショップはで

きないだろう。感染予防の３密を避けながらということ。それには限られた方しか参加
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できないワークショップになるというところで、西蒲区独自で、福祉に関係される方々

等にアンケートを採らせていただきたいということで、それをやったところでございま

す。それが７月から８月にかけてでございます。アンケートの結果につきましては、こ

の計画の７ページから 13 ページまでにアンケートの結果内容と考察について記載させて

いただいておりますので、後ほどご覧いただきたいと思っております。なお、アンケー

トにつきましては自治会長、民生児童委員、地域の茶の間、ひまわりクラブやボランテ

ィア団体、福祉関係者と約 600 か所にお出ししたところ、389 人から回答いただきまし

た。回答率 60 パーセントの回答をいただいたところでございます。それを基にいたしま

して、それらの関係者の方からも、今やっている活動の内容や福祉活動に対する思い、

あるいは次期計画に対する意見や第３期計画に必要な視点みたいなところをお寄せいた

だきながら、そういったところを参考にして、８月から 10 月にかけて２回の座談会を開

かせていただきました。この２回の座談会の日にち等につきましては、資料の１ページ

と２ページに記載させていただいております。１回目の座談会の前半につきましては、

これまでの６年間の地域福祉活動等に関する評価強化というところを話し合い、１回目

の後半と２回目の座談会につきましては次期計画を策定するための考え方や基本理念、

基本目標みたいなところをどのような視点でもっていきたいかみたいなところの案を出

させていただいたところでございます。なお、地区によっては２回の座談会で終わらな

いところは確認作業のため３回目といいますか、確認の集まりもさせていただきながら

の作業になりながら、第３期の活動計画の策定に向けた検討を行わせていただいたとこ

ろになります。 

（大橋委員長） 

 ありがとうございました。 

 説明についてご質問等がありましたら、お願いします。 

 ないようですので、次に議題５「令和３年度事業計画について」を事務局から説明を

お願いします。 

（事務局） 

 事前配付させていただいた資料の最後のページをご覧いただきたいと思います。資料

４でございます。今日、こちらにいらっしゃる推進委員の皆様の任期は３月 31 日までで

ございます。途中交代された方もいらっしゃいますが、皆様、３年間ありがとうござい

ました。ただいま、次の推進委員についてコミュニティ協議会や所属団体、事業所など

から推薦いただいている最中でございます。今日の冊子の 51 ページをお開きください。

中ほどに、委員任期第３条、委員の任期は原則３年とする。ただし委員が任期の途中で

交代した場合、後任者の任期は前任者の在任期間です。２、委員は再任されることがで

きる。ただし通算の在任期間が６年を超えて再任することはできないということでござ

います。最初の委員会ということで、この中でも６年経過される方もいらっしゃいます

ので、次の最初の委員会については新しい委員の皆様と委員会を開催することになると

いうことでございます。令和３年度は２回の委員会を予定しています。内容は記載のと
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おりです。また、地区懇談会などで具体的な行動計画などを地域の皆さんと一緒になっ

て考えて進めてまいります。社会的にいろいろ取り組んでいる委員がいる地域の茶の間

などには私たちもときどき参加しておりますけれども、委員の皆様も機会があったら参

加していただき、現場の状況を感じていただき、地域の福祉の推進に役立てていただけ

ればと思っております。 

 続いて、社会福祉協議会の五十嵐補佐から説明をお願いします。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 令和３年度事業計画ということで、地域福祉活動計画の福祉座談会の考え方でござい

ますが、来年度から第３次計画が始まることになります。今年度策定された計画につき

ましては、おおまかな柱立てというところで策定が終わっております。来年度からこの

計画が始まるわけでございますが、まず、いろいろな地域の方から集まっていただく前

に、今年度行ったように、主立った方のご意見を聞きたいと思っております。どのよう

な形で座談会を進めていくかというところ。そういった中で、６年計画を順序立てて、

早期にやったほうがいいのか中期にやったほうがいいのかというところだとか、そのよ

うなところも含めて、今後の進め方みたいなところを含めることと、どのようなメンバ

ーに集まってもらうかとか、そういったところを年度の前半に、地域の主立った方とど

のような形で話し合いを持っていくか、どのようなテーマで進めていくかみたいなとこ

ろを話し合っていきたいか、そこから始めたいと思っておりますので、委員の皆さんを

含めて、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

（大橋委員長） 

 ただいまの説明について、質問やご意見はありますでしょうか。新年度の計画につい

てご意見はありませんか。 

 それでは、全体をとおしてご意見はありますでしょうか。 

（委員） 

 ３年間の事業計画なのですけれども、今、社会福祉協議会の五十嵐補佐からお話があ

りましたが、年度はじめに９コミュニティ協議会エリアで事前に、どのような協議をし

ていくかということで、これは１コミュニティ協議会ずつ個別に話し合うということで

すね。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 そうです。 

（委員） 

 どのようなテーマでやるかということで、目安としてこれは年１回という形で、その

後の座談会は１コミュニティ協議会１回という形で考えていればいいのでしょうか。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 そこによっては、１回がいいのか。 

（委員） 

 事前打ち合わせの内容によって、１回のところもあれば３回のところもあるというイ
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メージでしょうか。 

（西蒲区社会福祉協議会） 

 そうです。 

（委員） 

 分かりました。 

（大橋委員長） 

 ほかにありませんか。 

 ないようですので、司会をお返しします。 

（司 会） 

 委員長、議事の進行をありがとうございました。 

 次第４に移ります。事務局からお願いします。 

（事務局） 

 事務局から２点お知らせします。はじめに、皆様にもお配りしてあるカレンダーでご

ざいます。すでに各世帯に配布されたと思いますが、この計画を地域から知ってもらう

方法の一つとっしてカレンダーを配布させていただきました。各地区が目指す福祉の姿

と取組みとして紹介させていただき、そういったカレンダーですから、冊子よりは見て

いただけるものと思っております。まだ 200 くらい予備がございます。この会場にも 20

部持ってきておりますので、もし部数がほしいという方は帰りにお声がけいただきたい

と思います。 

 次に、会議録の確認についてです。本日の会議内容について会議録を作成し、後日郵

送させていただきますので、確認をお願いいします。確認後、ホームページに掲載しま

すので、これまでの会議の様子などもホームページでご覧いただけますので、よろしく

お願いいたします。 

（司 会） 

 ほかにございませんでしょうか。 

 それでは、これをもちまして、令和２年度第４回目の推進委員会を閉会させていただ

きます。委員の皆様、お忙しいところ、本日は誠にありがとうございました。お疲れ様

でした。 


